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秋季のエテホン処理によるそモ‘白鳳'幼木の開花遅延効果

安井淑彦・藤井雄一郎・小野俊朗

河山県農業総合センター農業試験場 709-0801 岡山県赤磐市神田沖1174-1

The Ethephon Application in Fall Delays the Bloom Timing of 
‘Hakuho' Y oung Peach Trees 

Toshihiko YASUI， Yuichiro FUJII and Toshiro ONO 

Agricultural Experiment Station， Okayama Prefectural General Agriculture Center， Akaiwa， Okayama 709 -0801 

気候の温暖化は，今後一層顕著になると予想されてい

る.永年作物である果樹生産は気象への依存度が高いた

め，他の作自に比べて温暖化の影響が大きいと考えられ

る.杉浦らは，全国の果樹関係公立試験研究機関に対し

て行った調査から，現時点で既に温暖化が果樹の生育に

影響しているとしており，モモでは発芽・開花期および

収穫期の前進などを挙げている Iぺ岡山県においても，

主要品種である‘清水白桃'の最近27年間の観測データ

から判断すると，開花期が前進化傾向にあることが判明

している.今後，温暖化が進行すると，モモの発芽・開

花期の前進により晩霜害等，低温害の危険性が高まるこ

とが予想される.このため，人為的に開花を遅らせるこ

とができれば，今後の温暖化への短期的な対策として有

効と考えられる.

国外の報告では，秋季のモモ樹にエテホンを散布する

ことによって開花が遅延し晩霜害が減少することや花芽

の酎寒性が向上することが報告されている 1，5， 6， 7， 8， 9， 10， 1I， 

は 15) しかし，国内においてはエテホンによる開花遅延

の影響についての報告はほとんどない.そこで，本研究

では，圏内の品種‘白鳳'を用いて秋季のエテホン散布

処理がモモの開花期および成熟期に及ぼす影響について

キ食言すした.

1 材料および方法

程度に散布した.散布日ごとに10月上旬処理区， 10月中

旬処理区， 10月下旬処理区とし，散布しない 9樹を無処

理区として合計4区を設けた.処理後に，供試樹全体の

約20%が落葉した日を落葉始日，約80%が落葉した日を

落葉終日とし，落葉時の葉の黄化の有無も調査した.

処理翌年の2008年3月4日に供試樹をガラス温室から

搬出し，露地で栽培した. 1 樹当たり長さ30~50cmの結

果枝を 5本選び，各枝で80%開花した日の平均値を樹の

満開ほとした.なお，摘菅は行わなかった.また，上述

の5本の枝を供試し，各枝の満開日にそれぞれ枝先端部

および中央部付近の葉芽 2芽ずつについて基部から先端

までの長さを計測し，合計10芽の平均値を幼芽長とした.

5月4日および6月17日に摘果を行った.この際，葉果

比の大小による果実品質への影響を軽減するため，樹高

1.5m樹越車径1.5mの樹に対して最終着果量を極端に少

ない 7~8 果に調整した.

樹の収穫日は，各果実の収穫日の平均値から算出した.

果実品質は 1樹当たり 5果について果重と糖度を測定

した.糖度は，果実の赤道部を近赤外分光光度計(フル

ーツセレクタ-K凶BA100，クボタ製)を用いて測定し

た.

2 結果および考察

落葉始臼は，無処理区が11月14日であったのに比べて，

実験には，岡山県農業総合センター農業試験場の雨よ 10月上旬処理区， 10月中旬処理区， 10月下勾処理区では

けのガラス温室内において601
) ットルのプラスチック製 それぞれ10月30B，10月28日および11月2日であり， 12 

の鉢に栽植された l年生の‘白鳳， 36樹を供試した ~17日早かった.しかし，落葉終日は，無処理区の11月

2007年の10月2日， 16自および30日に，それぞれ 9樹ず 19日に比べてそれぞれ11月日日， 11月13日および11月13

つにエテホン200ppm液を動力噴霧器で、葉からしたたる 日であり， 5 ~ 6日の前進にとどまった.エテホン処理

ではいずれの区も落葉に至る所要日数が無処理区より長

平成20年10月1日受領，平成20年12月1日受理 かった.また，無処理区は落葉前に葉が黄化したのに対
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第l表秋季のエテホン散布処理が落葉時期に及ぼす影響

処理区 処理臼

10月上旬処理 10月2日 10月30日

10月中旬処理 10月16日 10月28日

10月下旬処理 10月30日 11丹2日

無処理 11月14日

z +黄化が認められる，一 葉化が認められない

し，エテホン処理ではいずれの区も落葉前の黄化は観察

されなかった(第 1表).ブドウでは，エテホン処理に

よって落葉が促進されることが報告されておりぺ本試

験も同様の結果であった.また，ブドウでは，エテホン

処理によって葉のクロロフィル含量および窒素含量が低

下することが報告されているもののへモモを供試した

本試験の結果とは大きく異なり，モモ葉の黄化や窒素含

量の変化については今後さらに検討が必要と考えられ

る.

翌年の開花は，無処理区の満開日が4月12日であった

のに対してエテホンの10月上旬処理区， 10月中旬処理区

および10月下旬処理区はそれぞれ4月16B， 18日および

19日であり， 4~ 7日遅かった(第 2表).開花時の花

を達観調査した結果，エテホン処理のいずれの区も花弁

や雌ずいが無処理毘に比べて小さいことが観察された

(データなしに秋季のエテホン処理によってモモの開花

が遅延する報告は外国品種の事例で多数あり，いずれも

3~7 日程度開花が遅延するとされているし 5， 6， 7， 8， 9. 11. 12. 

iぺ国内品種‘白鳳'を供試した本試験の結果もこれら

の報告と一致した.モモの開花が遅延する原因として，

低温要求量の増加による休眠期間の延長や花膏の発育遅

延などが考えられている 6.11) また，エテホン処理によ

って花芽内のエチレンおよびABAの濃度が増加するた

め花の分化や生長が遅延し，開花時の雌ずい長が短くな

ると報告されておりへ本試験で花器が小さく観察され

たこととも同様の結果であった.一方，満開自の幼芽長

は， 10月中旬処理区および10月下旬処理区が最も長く，

次いで10月上旬処理区で，無処理区が最も短かった(第

3表).これは，エテホン処理によって開花が遅延され

たものの，出芽時期はさほど遅延されなかったため(デ

ータなし)，開花が遅かった区ほど満開時の幼芽長が長

くなったものと推察された.エテホン処理による外観的

な薬害の発生は認められなかった.しかし 9月上中旬

でのエテホン100~150ppm処理や11月中旬の500ppm処

理では幹からの樹脂分泌や雌ずいの枯死1ぺ樹の枯死6)

などの報告がある.このため，処理時期および濃度の影

落葉期 落葉前の葉の

手冬 所要日数 黄化の有無z

11月14日 16日

11月13日 17日

11月13日 12日

11月19日 6日 十

響については今後さらに検討する必要がある.

収穫日は，いずれの区も 7 月 22~23 日で無処理匿とほ

ぼ同時期であり，果重および糖度も無処理区と有意差が

なかった(第 4表).エテホン処理を行うと，成熟が遅

延し果実が小さくなるとの報告が多いが1，2， 3， 4，ぺ成熟

運延や果重の減少を生じないとの報告もある1へ本試験

でも収穫期や果重への影響は認められなかったが，これ

はl年生鉢植え樹を供試したためとも考えられる.エテ

第2表秋季のエテホン散布処理が開花時期に

及ぼす影響

処理区 満開日

10月上旬処理 4月16日 b'

10月中旬処理 4月18日 a

10月下旬処理 4月19日 a

無処理 4月12日 C

Z異英文字聞には.TukeyのHSD検定により
1%水準で有意差があることを示す(n=9)

第3表 秋季のエテホン散布処理が満開日の幼芽長に

及ぼす影響

処理区 幼芽長(mm)

10月上旬処理 29.5 1γ 

10月中旬処理 34.5 a 

10月下旬処理 36.4 a 

無処理 18.4 c 

Z異英文学問には.TukeyのHSD検定により1%水準で
有意差があることを示す(n=9)

第4表 秋季のエテホン散布処理が収穫時期および

果実品質に及ぼす影響

処理区 収穫日 果重(g) 糖度侶rix)

10月上旬処理 7月23日 ab'221 a 17.4 a 
10月中旬処理 7月22日 ab 217 a 18.6 a 
10月下旬処理 7月23日 a 210 a 19.0 a 

無処理 7月22日 b 216 a 17.0 a 

z同列の異英文字問には.TukeyのHSD検定により1%水準で
有意差があることを示す(n=9)
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ホン処理による成熟遅延や果実生長の抑制は冬季のシア 4) Arlie A. Powell， James Pitts and Bobby Boozer : 

ナミド処理を併用することで回避されることが報告され Hortscier児島 34，525， 1999. 

ており 2.乱ぺ今後は地植えの成木を供試してさらに検討 5) c. H. Crisosto， P. B. Lombard and L. H. Fuchigami : 

する必要があるJ.Amer. Soc. Hort. Sci.， 114， 881-884， 1989 

3 摘 要

温暖化の進行で，今後モモの発芽・開花期の前進によ

る晩霜害の増加が予想、される.そこで，秋季のエテホン

の茎葉処理によるモモの開花遅延効果および果実品質へ

の影響を検討した.

鉢植え 1年生‘自鳳'を供試し， 10月上旬，中旬およ

び下旬にそれぞれエテホン200ppm液を茎葉全面散布し

た結果，落葉が12~17 日前進し，開花が 4~7 日遅延し

た.いずれのエテホン処理区も開花が遅延した反面，葉

芽の発芽はさほど遅延しなかったため，満開日の幼芽長

は無処理区に比べて長かった.収穫日は無処理区とほぼ

同時期であった.また，果重および糖度は無処理区と有

意差が認められなかった.
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